
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

会長挨拶 関一憲会長 
 今月は「ロータリー理解推進月間」です。タイミン 

グよく 12 日に情報委員会の皆様のおかげでオリエン 

テーションを行うことができました。3名の講師の 

お話、そして、小島先輩の歴史的なお話を聴かせて 

頂き、私もたくさん学ぶことができました。また、 

来月はＩ・Mが開催されます。3月には鴨川ＲＣ4月には館山ＲＣと、我が

勝浦ＲＣのスポンサークラブ（親クラブ）が周年記念事業を行います。た

くさんのメンバーと親のお祝いに駆けつけたいと思っています。 

 話は変わりますが、韓国はゼロ、中国は 9、インドは 3、日本は 3000。

この数字は難だと思いますか？実は 200 年以上続いている企業の数だそう

です。（出展が分からないので、信憑性はわかりません）いろいろな原因

はあるでしょうが、“三方よし”の考え方があるからだと私は思います。

自分だけではなく、関わる人全てが良くなるような考え方は日本古来のも

のでしょう。永続することが最も大切な経営目的であれば、日本型経営は

最も素晴らしい経営だと思います。日本のロータリーはそんな素晴らしい

企業人の集団です。自信を持って、誇りを持って、素敵な活動ができたら

よいですね。 

 

幹事報告 中村満幹事 
本日例会後理事会あります。 

本日夕方５分区の第３回会長、幹事、 
地区委員会合同会議が館山であります。 

【第７回理事会／Ｈ23 年１月 14 日】 

１. １月、2 月の例会プログラムについて       

２. クリスマス会の決算報告       

３、２０１０～２０１１年度上期決算報告  

４、職業奉仕委員会より【料理教室】の案内の件 

５、社会奉仕委員長に水野敬泰会員が 就任されました。（前委員長退会の為）   

６、 社会奉仕委員会より【大漁桜】の観察会の件 

７、クラブ会報委員長より HP の説明および請求金額の説明     

 

委員会報告 渡辺ヒロ子会報委員長 
“千葉国体出場場にニンジンをプレゼント”という 

内容で『ロータリーの友』に投稿いたしましたが、 

1 月号に大きく 1面で掲載されましたことを報告させ 

ていただきます。どうぞご覧になってください。 
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■１月 14 日（金）のプログラム 
・卓話：高梨亜美さん 

（鴨川ＲＣ海外派遣高校生） 

 

■本日（1／21）のプログラム 
・卓話：東レ顧問 横山氏 

 

■今後の例会プログラム 

・1/28（金）ＨＰ公開について 

・2/4（金）国際武道大学院留学生 

・2/11（金）祝日のため休会 

・2/18（金）16 日(水)開催の 

      Ｉ.Ｍ.に振替 

・2/25（金）卓話：金子良恵先生 

   （勝浦市立豊浜小学校教頭） 



 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

佐野昭雄 ガバナー補佐 
昨年は、ガバナー公式訪問、 

地区ゴルフ大会、分区行事として 

情報研究会等、みなさんの協力で 

無事に開催できましたことを深く 

お礼申し上げます。 

今年は来月にはＩ.Ｍ．5月中旬には地区ゴルフもあり

ますので、されにご協力をお願いいたします。 

さて、ガバナー補佐に就いて半年になりますが、 

就任前は不安要素がたくさんありましたが、クラブ訪

問など楽しくやらせていただいておりますし、公式訪

問にも同行させていただき、織田ガバナーのお話を伺

っていますと、とても勉強になります。あと半年も楽

しみながら努めてまいりたいと思います。 

今回『ロータリーの友』に勝浦ＲＣの記事が大きく載

ったことは 5 分区としても喜ばしいことです。勝浦Ｒ

Ｃがますます発展されることを期待しております。 

 

鈴木照夫 分区幹事 
2 月 16 日（水）のＩ．Ｍ．開催に 

向けて、ただ今準備しております。 

パストガバナー白鳥氏をお迎えする 

ことになっております。4 月 2 日には南総文化ホール

で特別講演として開催します。宜しくお願い致します。 

 
古市一雄 鴨川ＲＣ会長 
先週、韓国に行った際に、政府関係 
者や大使の方にお会いしました。 
韓国は非常に繁栄し躍進してます。 
それは①本物の追求②国際化を推進③決断の早さ こ

の３つが経済をリードしています。日本では人材が育

っていかない。織田ガバナーの話に「人材の育成に力

を入れていかなければならない」とありますが、これ

は留学生の事も言っていると思います。高梨亜美さん

は立派にその役割を果たし、成長して帰ってきました。

3月 13日に 50周年記念式典を盛大に開催いたします。
鴨川と姉妹都市の身延町で、1月 27～28日に身延ＲＣ
との交流会があり、周年行事にも出席してくれるよう

お願いしてまいります。勝浦ＲＣのみなさんもよろし

くお願い致します。 

クラブ会報委員会：週報についてのご意見、原稿・写真データをお寄せください。  

Mail：hiroko-w@hitz-totalsystem.com  Fax：0470-73-0759 

ゲスト卓話：高梨亜美さん 
（文理開成高等学校３年生） 

交換留学生として１年間、 
アメリカで貴重な経験をさせて 
いただきましたこと、鴨川ロー 
タリークラブはもちろん、勝浦ロータリークラブの皆様にも大

変お世話になり、心から深く感謝申し上げます。ありがとうございました。 
もともと英語は大好きでしたし、小学５年生の頃から国際弁護士になりたいという夢を

持ち、英語は独学で学んでおりましたので、留学中、語学で困ることはありませんでしたが、日常生活や

学校生活の中では、つらいことがたくさんありました。 
外から見ると、アメリカは「自由の国」というイメージでしたし、私はそんな自由の国ア

メリカに憧れ、いつか必ず行ってみたいと思っておりました。しかし、その中で実際に生活し、学校に通ってみると、必ずしもそうでない

事がわかりました。 
中学生のときに２週間シアトルに滞在した経験もありましたが、その時に感じたものとも全く

違いました。行く前は、心のどこかに、困ったときはきっと誰かが助けてくれる、そんな甘えが心のどこかにありましたが、「しゃべれて当たり前」日本

人留学生ということでの甘えも許されませんでした。 
私は、行ったからにはできるだけのことを学び、吸収して帰りたいと思っておりましたので、留学先の高校でも特進

クラスに入りました。そこには大好きな先生ができましたが、行って間もない私にその先生は「日本人なの？そう！」「では、日

本の歴史についてプレゼンしてみて」そうおっしゃいました。 
また、アメリカは人種のるつぼですが、それぞれの人種が交じり合うことはありません。高校生は特に

敏感で、また露骨で、遊ぶときも、おしゃべりする時も、いつも人種によってグループに分かれ、一

緒に行動することはありませんでした。 
私はたまたま白人が多いグループに入ることができ仲良くなりましたが、いつもそのことを疑問に思っていました。 
たとえば、日本で「マクドナルド」と言えば若い子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 
       
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
     
 

 

        

 

[天声ヒロ語]亜美さんのお話は『感動』と言う言葉だけでは表現できないほど、胸に強く突き刺さりました。今、これほどまで

に高い意識と強い精神を持って歩む高校生に出会えたことに感謝します。卓話をメモしながら何度も涙を飲み込みました。 

等に人気もあるし、安心して食べられるお店という印象ですが、アメリカでは 
全く違いました。白人の友だちは口々に「マクドナルドでは、食べれないよ、 
汚いよ」と言います。どうしてなんだろう？ 
私は何日も通いマクドナルドのお店を観察しました。どこのマクドナルドにも、 
店員に白人は一人もいませんでした。メキシカン、黒人、エイジアンばかり。 
そして嬉しそうに楽しそうに働く姿は一人もいませんでした。 
アメリカにはそういう問題があることに気づきながらも、何もできずにいる 

自分が嫌でたまりませんでした。私に何ができるろうか？と何日も悩み、 
私はボランティアに参加することにしました。奉仕の精神さえあれば、誰でも 
どこでもできる日本と違い、アメリカでは、ボランティアをするには、人格的 
にも認められなければ参加できず、面接と試験に合格しなければなりません。 
私は何とかその試験に合格して、１０月から難民を助けるボランティアプログラムに参加しました。 
ソレクレイトシティはまだ安全な地域と言われながらも、親がいない子どもとか、親が刑務所に入っているとか、刑務所で生まれた子どもが結構いました。私は、小学２年生のアレ

クという男の子を担当しました。 
名前を聞いても話題を見つけようと努力しても何も応えてくれない。無視されたまま毎日２時間彼と過ごし、数週間通ったある日、やっと彼が口を開いてくれるようになりました。ぽつぽつおしゃべ

りを始めた中で、彼がすごく傷ついている事がわかりました。その内容についてはここで話すことはできませんが、それは想像もつかないほどの心の痛みでした。 
そんな彼が１年経つうちに、大人と会話を交わすようになり、他の子ども達と遊んで走り回るようになりました。私が帰るとき「すごく寂しくなるよ！亜美のおかげだよ」そう言ってくれました。 
幸せを求める大人たちのかげで、こんなに苦しんでいる子ども達がたくさんいます。 
ホストファミリーになってくれるようなお宅はみなお金持ちで、毎日掃除婦が来る。家政婦をやるような人は決まって黒人。日本も裕福な家庭が多いし、安全です。だからこそ、それに

満足しているだけでなく、私達が何かしなければならない！そう思いました。 
私はアレクとの出会いや１年間のアメリカでの生活から色々なことを考えさせられました。行く前に漠然と思っていた「国際弁護士になりたい」という夢も、自分はこれから何について学んでいこうかということが具

体的に見えてきました。 
私は文理開成を卒業したら、慶応大学の法学部に入学します。そして国際人権法について学んでいくことにしました。 
私一人の力で世界を変えられるなどとは思っていません。 
しかし、同じように考えている人たちと出会い、力を合わせて 
目標に向かってがんばれば、いつか何かが生まれ、苦しんでいる子ども達を助けられたり、少しは世界も 

変わっていくと信じています。その可能性は 
０％ではないと思うのです。私は妥協が大嫌 
いです。たとえ、0.1％でもその可能性がある 
限り、私はアメリカでの経験とそこで感じたこと、 
考えたことを将来につなげて頑張っていきたいと 
思っております。今後ともご支援、ご指導をよろしくお願い致します。どうもありがとうございました。 
 

 
にっこり笑った亜美さんは 

普通の女子高校生！でしたが 

涙ながらに語った実体験のス

ピーチに会員みな感動でした 

出席報告 1／14（金）出席委員会（関祐介委員長） 

会員 出席 MU 欠席 出席率 

40 名 29 名 4 名 7 名 82.50% 

欠席者：浅野玄航 関正夫 高橋奈緒美  田中智  
手塚明宏 西川佳璋 吉野裕子   


